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ニューノーマルの
学生支援

特集

希薄になってしまっている。クラス、サークルの同級生

という「横のつながり」、先輩との「縦のつながり」、そし

て友人の友人、職員、地域・産学連携といった「斜めのつ

ながり」、こうした“3つのつながり”が失われたことであ

る。こうしたつながりには、授業だけでは得られない、

気づきや将来につながる人間関係の構築が期待できる。

そのためには、学生をいかにコミュニティーに所属さ

せ、居場所を作っていくかにかかっているように思われ

る。多様な価値観や人間性を醸成していくためには、で

きれば、一つではなく、複数のコミュニティーに所属す

ることが望ましいのではないか。平たい言葉でいえば、

孤立させないために、大学が「寄ってたかって」つなが

りの場を強制的にでも作っていく必要があるように思

われる。「安全対策」に加えて、学生の不安解消のための

「安心対策」にどう取り組んでいくかである。

大学は知識修得の場であると同時に、10代終わりか

ら20代初めといった人生の多感な時期に、社会に出る

ための様々な経験、人間形成をする場である。学生一

人ひとりの成長機会が失われないようにする工夫が求

められる。コロナ禍は、直近での収束の見通しが立って

おらず、2021年度入学生も、恐らく限定的なキャンパ

スライフを送ることになるだろう。だからこそ、学生を

孤立させないためのコミュニティー創りやつながる機

会を、リアルだけでなく、ハイブリッド型、あるいはオ

ンライン上でどう作っていくかが重要になる。言い換

えれば、ニューノーマルにおける新たな大学ごとの学生

支援のあり方は、単に面倒見がよい大学というだけでは

ない、新たな大学の個性になっていくのではないか。

ちょうど1年前、2020年2月28日に、文部科学省

から全国全ての小・中・高等学校への休業要請が発出さ

れた。学校現場では大混乱が生じ、高校生の進路選択

にも大きな影響を与えたことは、小誌225号の特集と

してお伝えした。大学では、まず4月以降 “学びを止め

ない”ための授業のあり方が検討された。続いて、学生

が自宅でオンライン授業を受けるための機器購入支援、

そして困窮学生としての退学者を出さないための経済

的支援が次々に打ち出された。1回目の緊急事態宣言

解除後は、オンラインとリアルの授業を混合したハイブ

リッド型教育の導入、オンライン留学や他大学との連

携授業等の様々な工夫を凝らしてきた。様々な調査を

見てもオンライン教育における学生の満足度は必ずし

も低くなく、リアルの授業を上回る大学も出てきてい

る。こうした大学関係者一体となった取り組みによっ

て、 “学びを止めない”ための授業のあり方は、この1年

で大きく進化しているといえる。

一方で、キャンパスライフがなくなり、期待していた

大学生活とのギャップに悩む学生の精神的な状態や支

援については、大学のHP等からはあまり見えてこない。

そうした疑問から、今回の特集を企画した。コロナ禍は、

知識の修得だけでない、人間形成の場としての大学教

育の価値をどう考えるのかという課題を浮き彫りにし

たように思う。

特集のなかで、多くの寄稿や大学取材を通じて指摘

されている課題は、キャンパスライフの喪失による「学

生の孤立化」をどう防ぐかである。キャンパスライフの

なかでこれまで自然にできていた、つながり・関わりが

学生を「孤立させない」ハイブリッド型のコミュニティー創りを
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